
の枢軸となり，この段だけ実行して，残りはすべて省略

できることになる.現実のプログラムでは，変数番号の

変更を初段の枢軸番号が k-1 や kー2 以外の相について

実行するとよい.

また，実際のプログラムに追加すべき機能はいろいろ

あろうが，たとえば，最良部分集合を 1 個だけでなく，

最良 5 位まで求めるというような処理は簡単に追加でき

る.

あとがき

最近，わが国でも普及している BMDなどの最新版B

MDP などにこの種のプログラムが入れられるようにな

り，関心のある方も多くなっているようである.紙数の

都合もあって，説明の不十分な点もあろうが，本解説が

読者のいささかのお役に立てば幸いである.
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(よしざわ・ただし 山梨大学工学部計算機科学科)

問題は，すで、に第14固に出題した.また，マッチ棒によ

る直線も正三角の敷きつめから作れるので，図 a の状態

までは簡単である.問題は，点A と点Bをマッチ棒で結

ぶことである.まず，点、Bを出発点として，点Aのおよ

その方向に 5 本のマッチ棒を直線に並べる.つぎに，そ

の直線の先端から，点Aを通るようにマッチ棒を置く

(図 b の太線のマッチ).これから，マッチ棒による菱形

をつぎつぎと作り，点Aから菱形の対辺に向かつてマッ

チ棒を順次に置けば 5 本目の先端がちょうど点Aと一

致する直線となる.なお，少し工夫すると， 15本のマッ

チ棒だけでも，目的の図形は作れる.
A 

乙-~ B 

図 a 図 b

(中村義作・信州大学工学部)
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